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ご使用の前に

ディスプレイ冷蔵庫をご使用になる前に、以下の注意事項をよくお読みください。

·食品を収納する際は、乾燥や風味の劣化を防ぐため、ラップなどの保護フィルムで包んでください。

·ご使用のたびに、必ずガラス扉をしっかりと閉めてください。

·長期間使用しない場合は、電源プラグを抜き、庫内を清掃したうえで、ディスプレイ冷蔵庫を乾燥した場所に保
   管し、扉を少し開けた状態にしてください。

·最初に電源を入れる前に、必ず本製品を��時間以上直立させた状態で保管してください。
   コンプレッサー内部のオイルが下部に沈殿するまでに時間がかかります。直ちに電源を入れると、オイルが冷却
   システム内に流れ込み、不具合の原因となるおそれがあります。
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アースを必ず取り付けてください。

( プラスチック配管の場合、アースとして機能しません。)

もし部屋に露出した接地線がある場合
●冷蔵庫の電源コードに付属して
   いるクリップを使用し、接地線を
   しっかりとクリップで固定し、接続
   してください。

もし露出した接地線がない場合
●部屋に三つ穴のコンセント（三極
   プラグ対応のコンセント）がある
   場合は、コンセントの下部の穴か
   ら接地線を引き出し、冷蔵庫の電
   源コードに付属しているクリップを
   使用して接地線を固定し、接続し
   てください。

接地線を接続しない場合について
●接地線を接続しない場合でも、冷蔵庫の使用中に触れる部分は
   すべて絶縁材料で作られているため、感電のリスクはありません。

●接地線の接続は使用状況に応じてご判断いただけますが、
   法律や地域の規定に従い、安全に使用してください。
●ご不明な点がございましたら、販売店またはメーカーにお
   問い合わせください。



安全上のご注意

電源プラグを差し込む前に、ディスプレイ冷蔵庫の定格（電圧・周波数）がご家庭の電源と
一致しているかをご確認ください。定格表示ラベルは通常、本体背面に貼付されています。

ディスプレイ冷蔵庫は、過負荷を防ぐため、必ず単独の電源コンセントに接続してください。
電線の過熱により火災のおそれがあります。

本体に水をかけないでください。感電や漏電の原因になります。

ディスプレイ冷蔵庫内の食品収納エリアでは、メーカーが推奨していない電気製品を使用
しないでください。

除霜を促進するために、機械装置やその他の手段を使用しないでください。メーカーが
推奨する方法以外で行った場合、冷却回路を損傷するおそれがあります。

誤った取り扱いによって発生した事故について、当社は一切の責任を負いかねます。

本製品に使用されている冷媒および断熱発泡ガスは、特別な処理が必要な物質です。
廃棄の際は、専門業者または自治体の指示に従い、適切に処理してください。
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ご使用の前に



AC100V  50/60Hz定格電圧/周波数

製品仕様

各部の名称

SP-50DSL SP-98DSL

49W

47.5(奥行き)×45(幅)×
52.7(高さ)cm

50L

シンプラス ディスプレイ冷蔵庫 50L 98L

11kg

146kWh/年（50Hz）
153kWh/年（60Hz）

重              量

R600a冷       媒       名

定  格  内  容  積  

年 間 消 費 電 力

14g

シクロペンタン

冷  媒  封  入  量

断 熱 発 泡 ガ ス

47.5(奥行き)×45(幅)×
80.7(高さ)cm

98L
17.5kg

153kWh/年（50Hz）
157kWh/年（60Hz）

21g
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温度調節ダイヤル

金属製棚板

電源コード
電源プラグ

アース線



使用方法

お手入れのしかた
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● ディスプレイ冷蔵庫を清掃する際は、必ず電源プラグを抜き、庫内の食品や棚などの部品をすべて取り出してく
    ださい。庫内の清掃には、�リットルのぬるま湯にスプーン�杯の重曹を溶かした洗浄液をご使用いただき、清掃
    後は、きれいな水でしっかりと拭き取ってください。

● 酸性洗剤、化学薬品、ガソリン、ベンゼンなどを使用して、ディスプレイ冷蔵庫のいかなる部分も清掃しないでく
     ださい。また、プラスチック部品に対して熱湯やベンゼンを使用すると、変形や破損の原因となりますので、おや
     めください。

●ディスプレイ冷蔵庫内に飲料を過剰に収納すると、冷気の循環が妨げられ、冷却性能が低下するおそれがあり
    ます。収納量は適度にとどめてください。目安として、内容物は定格内容積の約��％以内に抑え、庫内には十分
     なスペースを確保することをおすすめします。

● ディスプレイ冷蔵庫内には、ガソリンや液化ガスなどの引火性・爆発性のある危険物を絶対に保管しないでく
     ださい。電気火花により爆発が発生するおそれがあり、非常に危険です。

電源プラグを差し込む前に、以下の項目を必ずご確認ください。
・電源コードに損傷がないこと。
・すべてのネジが確実に固定されていること。
・壁のコンセントが正しく接続されていること。

・   蒸発器に付着した霜の厚さが約�～�mmになりましたら、霜取り（デフロスト）を行ってください。
※ 霜取り作業の前に、庫内の食品はすべて取り出してください。

・   温度調節ダイヤルを「�」に合わせ、扉を開けたままにしてください。
      霜や氷が完全に溶けた後は、溶けた水を捨て、やわらかい布などで庫内をよく拭き取ってください。
     その後、温度調節ダイヤルをお好みの設定に戻すと、ディスプレイ冷蔵庫は通常運転に戻ります。

霜を取り除く際に、ナイフなどの鋭利な金属製器具は絶対に使用しないでください。蒸発器を
損傷し、故障の原因となるおそれがあります。

温度調節について
ディスプレイ冷蔵庫の庫内温度は、温度調節ダイヤルの回転により設定できます。
通常は「�～�」の設定を推奨します。「�」は霜取り（解凍）モード、「�」は最も冷却が強い設定です。
温度調節ダイヤルの設定範囲「�～�」における庫内温度は、約�℃～��℃となります。
※冷却効率を維持し、省エネルギーのためにも、食品を詰め込みすぎないようにしてください。また、扉の開閉は
     できるだけ少なくしてください。

 操作方法

霜取りについて
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品      名：   ディスプレイ冷蔵庫 50L 98L
型      番：   SP-50DSL  SP-98DSL
保証期間：  お買い上げ日より本体1年間

製品情報


